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　実

藤
雄
基

序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
集
は
、
各
史
学
科
に
残
さ
れ
て
い
る
具
体
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
と
り
わ
け
一
部
の
著
名
学
者
の

み
に
還
元
し
な
い
集
団
人
物
誌
、
史
学
科
の
制
度
的
構
造
、
そ
し
て
比
較
史
と
い
う
三
つ
の
視
点
を
全
体
に
課
し
て
き
た
。
最
後
に
、

こ
の
三
つ
の
視
点
へ
と
立
ち
返
り
、
前
章
ま
で
の
内
容
を
横
断
的
に
検
討
し
つ
つ
、
今
後
、
議
論
の
俎
上
に
上
げ
る
べ
き
論
点
を
列

挙
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
教
育
を
担
当
で
き
る
教
員
の
養
成
と
確
保
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
の
前
身
と
な
る
東
京
大
学
で
は
、
一

時
期
設
置
さ
れ
た
「
史
学
」
の
科
目
が
教
員
の
人
材
難
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。
研
究
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
帝
国
大
学
で
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ま
ず
、
お
雇
い
外
国
人
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
将
来
帝
大
教
授
と

な
る
日
本
人
学
生
を
育
成
し
た
。
一
方
、
後
発
の
帝
国
大
学
で
は
、
同
じ
史
学
科
と
い
う
枠
組
み
で
も
、
東
京
帝
国
大
学
と
は
異
な

る
成
立
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
た
。
日
東
西
の
ま
と
ま
り
で
い
え
ば
、
む
し
ろ
京
都
帝
国
大
学
な
ど
後
続
の
大
学
史
学
科
の
ほ
う
が
、
史

学
講
座
と
い
う
枠
組
み
を
既
与
の
前
提
と
し
て
い
た
た
め
、
強
固
で
あ
っ
た
。
上
島
論
文
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
京
都
帝
大
は
大
正

文
化
史
に
至
る
新
し
い
歴
史
学
の
先
駆
で
あ
っ
た
。
当
初
こ
そ
東
京
帝
国
大
学
の
卒
業
生
か
ら
教
員
を
採
用
し
た
が
、
す
ぐ
に
西
側
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の
研
究
者
養
成
大
学
と
し
て
東
京
帝
大
と
競
合
す
る
。
柳
原
論
文
や
山
口
論
文
で
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
北
帝
大
や
九
州
帝
大
と

い
う
後
続
の
帝
国
大
学
は
、
東
京
帝
大
や
京
都
帝
大
の
卒
業
生
か
ら
若
い
俊
英
を
教
員
と
し
て
採
用
し
、
彼
ら
の
学
風
に
基
づ
く
新

し
い
歴
史
学
の
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
た
（
（
（

。
東
北
帝
大
と
九
州
帝
大
は
相
互
に
意
識
し
、
東
北
地
方
・
九
州
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
中
核
と

し
て
陣
容
を
整
え
た
（
（
（

。
た
だ
し
地
方
帝
大
は
、
教
員
が
他
大
学
に
移
転
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
問
題
は
石
田
論
文
で
も

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
高
等
師
範
学
校
に
お
い
て
よ
り
深
刻
で
あ
り
、
自
校
出
身
の
教
員
の
養
成
が
課
題
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
研
究
資
源
の
問
題
で
あ
る
。
帝
国
大
学
は
、
国
史
史
料
の
解
読
や
調
査
の
技
術
と
知
識
を
確
保
す
る
た
め
に
、
修
史
事

業
の
大
学
へ
の
移
管
を
図
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
結
果
と
し
て
、「
国
史
」
は
、
史
料
編
纂
掛
（
史
料
編
纂
所
）
に
継
承
さ
れ
る
編
纂
事

業
と
の
密
接
な
関
係
を
持
つ
一
方
で
、
西
洋
史
や
東
洋
史
な
ど
「
史
学
」
一
般
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
帝
国

大
学
で
は
、
洋
学
・
国
学
・
漢
学
と
い
う
近
世
以
来
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
か
ら
史
学
・
文
学
・
哲
学
の
よ
う
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
別
に
再

編
成
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
以
前
の
出
自
に
由
来
す
る
国
史
・
西
洋
史
・
東
洋
史
と
い
う
三
区
分
が
強
固
に
残
り
、
史
学
と
し
て
の

一
体
性
は
弱
か
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
は
、
一
国
史
中
心
の
欧
米
の
史
学
科
に
対
し
て
、
日
東
西
が
並
び
立
つ
日
本
の
史
学

科
の
特
徴
と
も
な
っ
て
ゆ
く
。
日
東
西
を
結
び
つ
け
る
仕
組
み
と
し
て
、
史
学
会
の
よ
う
な
学
会
組
織
が
生
ま
れ
て
く
る
。

東
北
帝
大
や
九
州
帝
大
で
は
そ
の
教
育
・
研
究
の
一
環
と
し
て
、
東
北
地
方
や
九
州
地
方
の
史
料
調
査
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
た
め

の
関
連
組
織
と
し
て
「
奥
羽
資
料
調
査
部
」
や
「
九
州
文
化
史
研
究
所
」
が
生
ま
れ
た
。
史
料
編
纂
所
は
東
京
を
拠
点
に
し
て
史
料

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、
全
国
を
ま
ん
べ
ん
な
く
調
査
す
る
能
力
は
な
く
、
大
正
期
に
は
地
方
学
会
や
郷
土
史
家
と
の
協
力
関

係
（
彼
ら
に
史
料
調
査
を
さ
せ
て
、
そ
の
成
果
を
報
告
さ
せ
る
）
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
地
方
帝
国
大
学
は
各
地
方

に
お
け
る
史
料
調
査
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
永
島
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
京
城
帝
国
大
学
で
は
朝

鮮
総
督
府
の
修
史
事
業
と
の
関
係
が
、
建
国
大
学
で
は
満
州
国
の
編
纂
事
業
と
の
関
係
が
深
い
。
東
京
帝
大
に
史
学
科
と
は
別
に
国

史
科
が
設
置
さ
れ
た
当
初
、「
国
史
」
は
史
学
一
般
と
は
異
な
る
役
割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
国
家
の
文
化

行
政
を
担
う
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
育
と
研
究
体
制
を
有
利
に
構
築
で
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

な
ぜ
、
史
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
や
卒
業
生
に
そ
の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
代
日
本
で
は
史
資
料
の
整
理

と
公
開
を
担
う
公
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
未
整
備
で
あ
っ
た
が
（
（
（

、
そ
う
し
た
条
件
の
も
と
史
料
調
査
・
整
備
と
い
う
役
割
が
歴
史
家

に
求
め
ら
れ
た
こ
と
と
も
か
か
わ
る
。
史
学
科
の
卒
業
生
は
、
史
資
料
を
扱
う
専
門
家
と
し
て
、
戦
前
に
は
大
学
に
講
座
が
な
か
っ

た
近
代
史
の
編
纂
事
業
の
実
務
に
あ
て
ら
れ
た
。
永
島
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
代
中
世
史
家
の
森
克
己
（
一
九
〇
三
―
一
九

八
一
）
は
陸
軍
の
「
謀
略
史
」
を
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
満
洲
事
変
関
係
者
へ
の
「
聞
き
取
り
」
と
い
う
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
歴
史
家
の
専
門
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
史
学
科
で
習
得
し
た
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
特
殊
技
能
が
期
待
さ

れ
て
業
務
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
（
（
（

。
一
種
の
専
門
技
能
集
団
と
し
て
の
史
学
科
卒
業
生
や
歴
史
研
究
者
が
、
行
政
や
社
会
か
ら
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
は
な
お
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
歴
史
学
や
歴
史
家
の
社
会
的
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
考
え
る
う
え
で
も
示
唆
的
な
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
国
史
の
場
合
、
史
学
科
と
密
接
不
可
分
で
あ
っ
た
大
学
外
で
の
史
料
調

査
事
業
が
、
文
学
部
の
他
学
科
と
は
異
な
る
カ
ラ
ー
を
（
国
）
史
学
科
に
も
た
ら
し
て
い
た
。

第
三
に
、
人
材
育
成
と
史
料
収
集
双
方
を
担
う
「
研
究
室
」
の
問
題
で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
編
纂
事
業
と
国
史
と
は

不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
が
、
東
京
帝
国
大
学
で
は
史
料
編
纂
事
業
か
ら
自
立
し
て
、
教
育
と
研
究
の
基
盤
を
作
ろ
う
と
す
る
動
き

が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
「
研
究
室
」
が
構
想
さ
れ
た
。
こ
の
「
研
究
室
」
は
理
系
の
実
験
室
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
、
明
治
末

期
の
文
学
部
他
学
科
に
お
い
て
も
設
立
さ
れ
た
。
研
究
室
の
自
立
化
を
推
し
進
め
た
黒
板
勝
美
（
一
八
七
四
―
一
九
四
六
）
に
対
し
て
、

史
料
編
纂
掛
（
所
）
が
「
研
究
室
」
の
役
割
を
担
う
と
い
う
の
が
辻
善
之
助
（
一
八
七
七
―
一
九
五
五
）
ら
の
考
え
で
あ
っ
た
。
本
論
集

の
近
藤
論
文
で
は
、
史
料
編
纂
官
で
あ
っ
た
相
田
二
郎
（
一
八
九
七
―
一
八
四
五
）
が
、
東
京
帝
大
国
史
学
科
に
講
師
と
し
て
出
講
し
、

戦
時
期
の
学
部
教
育
に
果
た
し
た
役
割
に
光
を
あ
て
て
い
る
。
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
当
時
の
東
京
帝
大
の
授
業
の
様
子
も
興
味

深
い
が
、
夏
目
論
文
で
は
東
京
商
大
に
お
け
る
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
教
育
・
研
究
の
具
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
（
（
（

、
両
者
の
ス
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タ
イ
ル
の
違
い
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
四
に
、
史
学
科
と
歴
史
教
育
と
の
関
係
で
あ
る
。
編
纂
事
業
と
は
異
な
る
史
学
科
の
基
盤
を
考
え
る
と
き
、
中
等
教
育
に
お
け

る
歴
史
教
育
、
よ
り
具
体
的
に
は
中
等
教
育
の
教
員
、
教
科
書
、
試
験
、
教
材
の
執
筆
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
（
（
（

。
東

京
帝
国
大
学
の
国
史
に
お
い
て
も
、
旧
制
中
学
校
の
教
員
は
卒
業
生
の
主
要
な
就
職
先
で
あ
っ
た
し
、
国
史
以
上
に
東
洋
史
や
西
洋

史
は
歴
史
教
育
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
広
島
高
等
師
範
学
校
の
よ
う
に
教
員
養
成
に
主
軸
を
お
い
た
学
校
の
場
合
、

石
田
論
文
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
講
義
に
お
い
て
も
通
史
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
教
育
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
小

澤
論
文
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
立
教
大
学
の
小
林
秀
雄
は
受
験
参
考
書
を
執
筆
し
て
い
た
し
、
坪
井
九
馬
三
以
来
、「
文
検
（
文

部
省
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
検
定
試
験
）」
の
問
題
作
成
に
携
わ
る
歴
史
家
も
東
京
帝
大
に
は
数
多
く
い
た
（
（
（

。
現
在
も
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
歴
史
教
育
分
野
は
、
史
学
科
卒
業
生
に
と
っ
て
重
要
な
就
職
先
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
が
大
学
に
お
け
る
歴
史

研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
、
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
（
（
（

。

第
五
に
、
学
生
サ
ー
ク
ル
や
学
生
文
化
の
問
題
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
の
大
学
令
公
布
に
よ
っ
て
私
立
大
学
の
設
置
が
相
次
ぐ
こ

と
で
学
生
数
も
増
加
し
、
教
育
の
比
重
が
増
し
て
い
た
。
昭
和
初
期
に
は
東
京
帝
大
に
お
い
て
も
一
学
年
二
十
数
人
と
い
う
規
模
ま

で
増
大
し
て
お
り
、
学
年
ご
と
に
ク
ラ
ス
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
当
時
は
三
学
年
制
）。
こ
う
し
た
一
種
の
「
大
衆
化
」
の

先
駆
け
と
も
い
え
る
状
況
に
対
し
て
、
史
学
科
の
学
生
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
、
独
特
の
研
究
室
カ
ル
チ
ャ
ー
も
ま
た
誕
生

し
た
。
立
教
大
学
史
学
会
の
『
史
苑
』
は
そ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
的
な
雰
囲
気
の
中
で
刊
行
が
始
ま
り
（
小
澤
論
文
）、
龍
谷
大
学
で
は

龍
谷
史
学
会
が
『
龍
谷
史
壇
』
の
刊
行
を
始
め
た
（
坂
口
論
文
）。
國
學
院
大
學
の
場
合
、「
国
史
学
会
」（
一
九
〇
九
年
設
立
）
が
国
史

研
究
室
と
は
別
に
学
生
・
卒
業
生
が
よ
り
集
ま
る
場
と
な
っ
た
（
藤
田
論
文
）。
一
方
、
広
島
文
理
大
学
の
場
合
、
約
六
割
の
学
生
が

教
職
経
験
者
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
社
会
人
入
学
組
で
あ
る
と
い
う
学
校
の
特
色
を
維
持
し
つ
つ
、
研
究
者
の
養
成
も
始
め
、
一
九

二
九
年
に
は
『
史
学
研
究
』
を
創
刊
し
た
（
石
田
論
文
）。
こ
の
時
期
に
は
、
教
員
の
世
代
交
代
も
あ
っ
て
、
大
学
で
養
成
さ
れ
た
教

員
の
第
二
世
代
の
も
と
で
、
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
形
を
み
せ
る
「
研
究
室
」
は
、
戦
後
の
新

制
大
学
や
学
部
再
編
に
あ
っ
て
も
、
教
育
・
研
究
の
基
礎
単
位
と
し
て
残
る
事
に
な
る
（
（1
（

。

第
六
に
、
非
常
勤
講
師
の
問
題
で
あ
る
。
近
藤
論
文
に
よ
れ
ば
、
昭
和
初
期
に
設
立
さ
れ
た
史
学
科
で
は
、
教
員
の
人
材
不
足
を

解
決
す
る
た
め
に
先
行
す
る
帝
国
大
学
の
教
授
な
ど
を
講
師
と
し
て
招
い
た
。
と
り
わ
け
東
京
の
場
合
、
第
一
線
の
日
本
史
研
究
者

を
多
く
抱
え
る
史
料
編
纂
所
は
、
そ
れ
自
体
は
教
育
機
関
で
は
な
い
も
の
の
、
所
員
の
多
く
が
東
京
帝
大
の
国
史
学
科
を
は
じ
め
と

し
て
各
大
学
に
出
講
し
、
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
た
。
立
教
大
学
で
は
辻
善
之
助
を
は
じ
め
と
し
て
史
料
編
纂
所
の
ス
タ
ッ
フ
が

長
期
に
わ
た
っ
て
出
講
し
、
学
生
の
指
導
、『
史
苑
』
へ
の
寄
稿
、
史
学
会
で
の
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
小
林
秀
雄
一
人
が
切
り
盛

り
し
て
い
た
立
教
史
学
科
と
史
学
会
を
支
え
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
大
家
と
な
る
立
教
出
身
の
海
老
沢
有
道
の
最
初
の
著
書
が
畝
傍

書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
も
、
辻
の
推
薦
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
藤
田
論
文
に
よ
れ
ば
、
國
學
院
で
は
学
内
学
会
が
卒
業
生
や
編
纂
所
（
と
そ

こ
か
ら
非
常
勤
に
き
て
い
る
東
大
教
員
）
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
専
任
教
員
と
の
あ
い
だ
に
距
離
が
あ
っ
た
と
い
う
。
各
地
方
の
帝
国

大
学
と
は
異
な
り
、
坂
口
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
西
の
大
都
市
部
の
私
立
大
学
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
現
象

で
あ
る
。
大
学
を
単
位
と
し
た
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は
、
し
ば
し
ば
学
外
か
ら
の
講
師
の
役
割
が
見
落
と
さ
れ
が
ち
に
な
る

が
、
あ
え
て
史
学
科
に
対
象
を
限
定
す
る
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
の
視
点
で
、
そ
こ
に
集
う
常
勤
教
員
・
大
学
内
別
組
織
の
協
力
教
員
・

非
常
勤
教
員
ら
に
よ
る
繫
が
り
、
対
立
、
相
乗
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
史
学
科
を
成
り
立
た
せ
た
非
公
式
の
仕
組
み
を
浮
き
彫

り
に
で
き
る
だ
ろ
う
（
（1
（

。

第
七
に
、
史
学
科
外
で
の
歴
史
学
と
の
関
係
で
あ
る
。
歴
史
の
教
育
や
研
究
が
史
学
科
の
独
占
物
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
本

書
に
み
る
よ
う
に
大
学
が
成
立
し
た
当
初
か
ら
あ
っ
た
。
史
学
科
と
い
う
枠
組
み
が
成
立
し
た
の
ち
も
、
東
京
帝
大
で
は
法
学
部
法

制
史
の
成
果
が
重
要
な
歴
史
研
究
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
し
、
九
州
帝
大
で
は
史
学
以
外
の
教
員
が
歴
史
に
関
わ
っ
た
（
山
口
論

文
）。
早
稲
田
大
学
で
は
史
学
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
政
治
学
に
お
い
て
も
歴
史
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
た
し
（
廣
木
論
文
）、
立
教
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大
学
は
、
史
学
科
内
に
「
民
族
学
」
の
講
義
を
設
置
す
る
と
と
も
に
他
学
科
の
授
業
も
必
修
単
位
と
し
た
（
小
澤
論
文
）。
東
京
商
科

大
学
で
は
史
学
科
と
い
う
枠
が
な
か
っ
た
し
（
夏
目
論
文
）、
広
島
高
等
師
範
学
校
・
広
島
文
理
大
学
は
中
等
教
育
の
教
員
養
成
に
主

軸
を
お
き
つ
つ
も
、
中
国
地
方
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
た
（
石
田
論
文
）。
従
来
の
史
学
史
研
究
は
歴
史
学
の
存

在
を
自
明
の
前
提
と
し
て
き
た
感
が
あ
る
が
、
史
学
科
と
そ
の
教
育
と
研
究
を
本
質
主
義
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の
学
部

学
科
と
の
関
係
の
も
と
で
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
八
に
、
ド
イ
ツ
型
に
還
元
さ
れ
な
い
史
学
教
育
の
導
入
の
問
題
で
あ
る
。
多
く
の
大
学
が
帝
大
で
教
育
を
受
け
た
研
究
者
を
講

座
教
授
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
ラ
ン
ケ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
出
身
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
系
譜
を
受

け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
異
な
る
学
的
系
譜
を
導
入
す
る
大
学
も
あ
っ
た
。
廣
木
論
文
に
よ
れ
ば

早
稲
田
大
学
は
イ
ギ
リ
ス
型
の
歴
史
が
重
視
さ
れ
て
い
た
し
（
（1
（

、
東
京
商
科
大
学
は
同
じ
く
ド
イ
ツ
系
と
い
っ
て
も
「
商
業
歴
史
」
を

軸
と
す
る
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
慶
應
義
塾
大
学
は
、
福
沢
諭
吉
以
来
の
英
学
塾
の
系
譜
を
ひ
き
つ
つ
も
、
史
学
は
リ
ー
ス
の

流
れ
を
く
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
慶
応
史
学
科
の
特
徴
を
作
り
上
げ
た
の
は
堀
論
文
で
論
じ
ら
れ
る
田
中
萃
一
郎
（
一
八
七
三
―
一

九
二
三
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
専
任
教
員
が
少
な
く
設
立
目
的
が
多
様
な
私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
小
澤
論
文
で
論
じ

ら
れ
た
小
林
秀
雄
の
立
教
大
学
の
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
設
立
の
中
心
と
な
っ
た
人
物
の
影
響
が
殊
更
に
大
き
い
こ
と
は
指
摘
し

て
お
い
て
も
良
い
。

第
九
に
、
史
学
科
と
宗
教
と
の
関
係
で
あ
る
。
明
治
期
は
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
い
ず
れ
に
お
い
て
も
活
動
が
活
性
化
し
、

他
方
で
当
局
と
の
関
係
も
深
ま
る
こ
と
は
、
近
年
の
研
究
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
宗
教
に
関
し
て
い
え
ば
、
國
學
院
は
国
学
の
系

譜
を
ひ
く
と
と
も
に
、
神
道
と
の
関
係
が
深
く
、
神
社
の
子
弟
が
学
生
に
多
い
。
仏
教
系
の
大
学
（
本
論
集
で
は
龍
谷
大
学
を
取
り
上
げ

て
い
る
）
で
は
、
宗
派
と
の
関
係
が
深
く
、
寺
院
の
子
弟
が
学
生
に
多
い
。
坂
口
論
文
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
学
と
歴
史
研
究

（
仏
教
史
）
と
の
関
係
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に
宗
教
史
・
文
化
史
の
方
面
に
お
い
て
仏
教
史
学
の
独
自
性
と
豊
か
さ

が
示
さ
れ
た
点
も
興
味
深
い
。
西
洋
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は
、
中
世
以
来
神
学
部
を
最
上
位
に
位
置
付
け
て
い
た
大
学
に

お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
と
世
界
史
と
の
関
係
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
（
（1
（

。
こ
れ
と
並
行
さ
せ
て
近
代
日
本
の
歴
史
学
と

宗
教
と
い
う
テ
ー
マ
を
考
え
る
と
き
、
神
道
や
仏
教
の
教
学
あ
る
い
は
国
体
論
と
の
整
合
性
や
齟
齬
が
大
き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

他
方
で
、
明
治
期
に
宣
教
師
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
で
は
、
学
生
が
必
ず
し
も
信
徒
で
は
な
く
、
大
学
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
一
定
程
度
の
制
限
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
想
起
す
べ
き
で
あ
る
（
（1
（

。
例
え
ば
立
教
史
学
科
で
は
、
そ
の
教
育

や
研
究
を
み
て
も
キ
リ
ス
ト
教
の
特
色
が
必
ず
し
も
前
面
に
出
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
（
（1
（

。

第
十
に
、
学
問
編
成
と
外
延
の
「
起
源
」
の
問
題
で
あ
る
。
江
戸
時
代
よ
り
継
承
し
明
治
初
期
に
も
存
在
し
た
漢
学
・
国
学
・
洋

学
の
区
分
は
、
各
大
学
や
史
学
科
の
展
開
に
お
い
て
も
一
定
程
度
の
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
（1
（

。
洋
学
は
官
費
留
学
を

経
て
欧
米
の
方
法
論
を
身
に
つ
け
た
教
員
を
擁
す
る
帝
国
大
学
や
福
澤
の
洋
学
塾
に
起
源
を
も
つ
慶
應
義
塾
に
お
い
て
（
（1
（

、
国
学
は
研

究
組
織
と
し
て
の
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
な
ど
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
（
11
（

。
直
接
に
漢
学
を
継
承
す
る
旧
制
大
学
の
史
学
科
は
な
か
っ

た
が
、
多
く
の
漢
学
塾
が
生
ま
れ
（
1（
（

、
国
史
・
国
文
に
お
け
る
考
証
学
や
東
洋
史
学
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
起
源
」
は
、
各
大
学
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
の
傾
向
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
構

築
や
附
置
研
究
所
の
設
置
に
よ
る
史
学
科
並
び
に
「
研
究
室
」
の
研
究
や
教
育
の
拡
充
に
も
影
響
を
与
え
た
。
佐
藤
論
文
と
近
藤
論

文
が
相
補
的
に
述
べ
る
よ
う
に
東
京
帝
国
大
学
と
史
料
編
纂
所
が
不
可
分
の
関
係
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
京
都
・
東

北
・
九
州
・
外
地
の
帝
国
大
学
が
そ
の
地
域
固
有
の
史
料
を
研
究
室
で
収
集
整
理
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
。
加
え
て
、
仮
に
国
史
で
あ
っ
た
と
し
て
も
海
外
の
研
究
か
ら
方
法
論
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
や
戦
後
の
よ
う
に
自
由
に

外
国
書
の
購
入
や
複
写
が
で
き
る
環
境
で
は
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、「
研
究
室
」
や
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
蔵
書
を
構
築
し
て
い
た

の
か
は
、
史
学
科
の
特
徴
を
規
定
す
る
一
つ
の
大
き
な
要
因
と
な
る
だ
ろ
う
（
11
（

。
さ
ら
に
、
東
京
帝
国
大
学
の
東
洋
文
化
研
究
所
、
京

都
帝
大
学
の
人
文
科
学
研
究
所
、
慶
應
義
塾
大
学
亜
細
亜
研
究
所
、
立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
と
い
っ
た
よ
う
な
附
置
研
究
施
設
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も
、
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
や
研
究
テ
ー
マ
の
広
が
り
と
い
う
点
で
、
史
学
科
の
在
り
方
を
考
え
る
際
に
大
き
な
焦
点
と
な
る
だ
ろ
う
（
11
（

。

以
上
、
順
不
同
な
が
ら
、
序
章
で
提
示
し
た
視
点
に
基
づ
く
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
し
た
。
限
定
さ
れ
た
論
点
に
過
ぎ
な
い
が
、

近
代
日
本
に
生
ま
れ
た
史
学
科
と
い
う
、
歴
史
叙
述
や
歴
史
教
育
を
担
う
人
物
を
定
期
的
か
つ
制
度
的
に
生
産
し
、
そ
の
学
的
成
果

と
人
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
醸
し
出
す
独
自
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
生
み
出
す
組
織
の
持
つ
問
題
系
の
広
が
り
を
認
識
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

本
論
集
は
、
近
代
日
本
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時
空
間
に
お
け
る
日
本
史
を
中
心
と
し
た
史
学
科
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
作
業

に
過
ぎ
な
い
。
今
後
、
江
戸
期
の
学
問
組
織
と
の
連
続
性
、
東
洋
史
や
西
洋
史
と
の
関
連
、
戦
後
の
新
制
大
学
以
降
の
展
開
、
植
民

地
の
独
立
後
に
お
け
る
関
係
者
・
組
織
・
学
問
の
変
容
、
歴
史
記
述
に
お
け
る
伝
統
学
問
と
西
洋
学
知
と
の
融
合
と
相
剋
、
同
時
代

欧
米
諸
国
の
史
学
科
（
史
学
部
）
と
の
比
較
な
ど
、
大
学
制
度
や
歴
史
記
述
と
い
う
営
み
が
多
分
に
西
洋
か
ら
の
輸
入
物
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
世
界
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
で
の
位

置
付
け
も
今
後
よ
り
明
示
的
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
（
11
（

。
本
書
は
そ
こ
へ
至
る
一
里
塚
と
し
て
通
読
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

注（
1
）　
同
時
代
（
第
一
次
世
界
大
戦
後
）
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
に
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
ら
が
赴
任
し
、
雑
誌
『
社
会
経
済
史
年
報
』

に
集
う
研
究
集
団
が
生
ま
れ
た
こ
と
と
も
比
較
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ク
（
大
津
真
作
訳
）『
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学

革
命
―
ア
ナ
ー
ル
学
派
一
九
二
九
―
八
九
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
2
）　
北
海
道
帝
大
、
大
阪
帝
大
、
名
古
屋
帝
大
は
、
戦
前
に
法
文
学
部
や
文
学
部
は
未
設
置
で
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
前
半
の
歴
史
に
関

し
て
、
天
野
郁
夫
『
帝
国
大
学
　
近
代
日
本
の
エ
リ
ー
ト
育
成
装
置
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
七
年
）。

（
3
）　
近
代
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
関
し
て
は
、
渡
邉
佳
子
『
近
代
日
本
の
統
治
機
構
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
』（
樹
村
房
、
二
〇
二
一
年
）

を
参
照
。

（
4
）　
狩
野
亨
吉
は
、
一
九
三
六
年
に
『
思
想
』
に
発
表
し
た
「
天
津
教
古
文
書
の
批
判
」
に
お
い
て
、
竹
内
巨
麿
に
よ
る
天
津
教
文
書

（
竹
内
文
書
）
を
偽
文
書
で
あ
る
と
論
証
し
、
一
九
四
二
年
に
は
当
該
宗
団
に
関
す
る
裁
判
で
証
人
と
し
て
出
廷
し
て
い
る
。
山
口

輝
臣
「
天
津
古
文
書
の
増
殖
」（『
日
本
歴
史
』
八
〇
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
一
三
八
―
一
四
一
頁
。

（
5
）　
立
教
大
学
総
長
室
編
『
座
談
会
：
研
究
と
教
育
の
場
と
し
て
の
立
教
―
そ
の
歴
史
を
語
る
』（
立
教
大
学
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、

立
教
大
学
の
事
例
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
大
学
史
や
学
問
史
に
関
す
る
示
唆
に
富
む
座
談
会
記
録
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
「
大
学

史
で
大
事
な
の
は
、
や
は
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
歴
史
で
す
。
誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
い
て
、
何
を
や
っ
て
い
た
の

か
と
い
う
、
こ
れ
を
押
さ
え
な
い
と
大
学
の
学
風
と
い
う
の
は
正
確
に
つ
か
め
な
い
気
が
し
ま
す
」（
二
一
頁
）
と
い
う
社
会
経
済

学
者
住
谷
一
彦
（
立
教
大
学
経
済
学
部
）
の
発
言
は
重
要
で
あ
る
が
、「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
経
済
学
な
ど
で
強
い
カ
ル
チ
ャ
ー
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。「
研
究
室
」「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
な
ど
、
学
部
・
学
科
ご
と
の
制
度
・
非
制
度
的
な
仕
組
み
の
相
違
も
適
切
に
言
語
化

し
て
お
く
こ
と
が
、
今
後
の
大
学
改
革
を
前
に
し
て
必
要
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
6
）　
旧
制
の
中
等
学
校
教
員
養
成
に
つ
い
て
は
、
船
寄
俊
雄
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
論
争
史
論

―
「
大
学
に
お
け
る
教
員
養

成
」
原
則
の
歴
史
的
研
究
』（
学
文
社
、
一
九
九
八
年
）
お
よ
び
船
寄
俊
雄
・
無
試
験
検
定
研
究
会
編
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成

に
果
た
し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』（
学
文
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
奈
須
恵
子
「
旧
制
立
教
大
学
卒
業
生
の
教
員
免
許

取
得
状
況
に
つ
い
て
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
一
八
号
、
二
〇
二
一
年
）。
奈
須
は
、
私
立
大
学
が
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
の

指
定
を
受
け
る
た
め
に
「
東
京
帝
国
大
学
卒
業
ノ
程
度
」
の
教
育
内
容
を
提
供
し
て
い
る
と
文
部
省
か
ら
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
〇
六
頁
）。
本
文
中
で
も
示
唆
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
各
大
学
が
東
京
帝
国
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
モ
デ
ル
に
し
た
一
因
で
は
な
い
か
。

（
7
）　
坂
本
太
郎
は
そ
の
回
想
録
の
中
で
、
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
に
、
複
数
の
帝
大
西
洋
史
出
身
の
教
員
か
ら
教
え
を
受
け
た
こ
と
を

証
言
し
て
い
る
。
坂
本
太
郎
『
古
代
史
の
道
―
考
証
史
学
六
十
年
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
8
）　
寺
崎
昌
男
・「
文
検
」
研
究
会
編
『「
文
検
」
試
験
問
題
の
研
究

―
戦
前
中
等
教
員
に
期
待
さ
れ
た
専
門
・
教
職
教
養
と
学
習
』

（
学
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
は
、
確
認
し
う
る
全
試
験
官
の
一
覧
が
刑
さ
れ
て
お
り
、
多
数
の
歴
史
家
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
鈴
木
正
弘
「
歴
史
教
員
の
半
生
と
文
検
観

―
酒
井
三
郎
の
足
跡
と
「（
高
等
教
員
・
中
等
教
員
）
文
検
西
洋
史
（
系
統
的
）

研
究
法
」
の
考
察
」（『
歴
史
教
育
史
研
究
』
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
三
五
―
四
九
頁
、
小
田
義
隆
・
土
屋
基
規
「
戦
前
中
等
教
員
養
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成
制
度
の
研
究

―
「
文
検
」
歴
史
科
を
中
心
に
」（『
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
巻
一
号
、
一
九
九
九
年
）
四
六
一

―
四
七
七
頁
。

（
9
）　
教
科
書
執
筆
と
関
わ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
通
史
」
や
出
版
企
画
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
奈
須
恵
子

「
市
村
瓉
次
郎
の
「
東
洋
史
」
観

―
「
東
洋
史
」
の
始
ま
り
と
市
村
瓉
次
郎
」（
小
澤
実
・
佐
藤
雄
基
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
の
中
の
近
代
歴
史
学
（
仮
）』
二
〇
二
二
年
刊
行
予
定
）
で
は
、
歴
史
家
個
人
の
歩
み
に
即
し
た
興
味
深
い
事
例
研
究
で
あ
る
。

（
10
）　
但
し
、
大
学
令
に
よ
る
旧
制
大
学
に
昇
格
す
る
以
前
か
ら
史
学
科
を
も
つ
私
立
大
学
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
目
し
た
い
。
坂
口
論

文
に
よ
れ
ば
、
龍
谷
大
学
は
昇
格
以
前
か
ら
講
座
制
を
と
っ
て
い
た
。

（
11
）　
海
老
沢
有
道
『
切
支
丹
史
の
研
究
』（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
二
年
）
は
、
辻
善
之
助
が
監
修
を
し
て
い
た
畝
傍
歴
史
叢
書
の
一
冊

で
あ
る
。

（
12
）　
現
在
の
大
学
に
お
い
て
も
、
非
常
勤
講
師
が
学
生
の
教
育
や
研
究
に
果
た
す
役
割
は
、
従
来
と
同
様
に
大
き
い
。
周
知
の
よ
う
に
、

現
在
で
は
日
本
社
会
全
体
の
労
働
市
場
の
構
造
変
化
と
連
動
し
つ
つ
、
大
学
に
お
い
て
も
専
業
非
常
勤
講
師
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
従
来
の
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
大
学
史
・
史
学
史
に
お
け
る
非
常
勤
講
師
の
役
割
を

歴
史
的
に
再
評
価
す
る
意
味
は
あ
ろ
う
。

（
13
）　
他
方
で
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
蔵
書
構
築
に
お
い
て
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
蔵
書
が
基
盤
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は

注
記
し
て
お
き
た
い
。
雪
嶋
宏
一
「
早
稲
田
大
学
の
蔵
書
形
成
と
知
の
体
系

―
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
旧
蔵
書
を
中
心
に
」

（
甚
野
尚
志
・
河
野
貴
美
子
・
陣
野
英
則
編
『
近
代
人
文
学
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か

―
学
知
・
翻
訳
・
蔵
書
』
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
九
年
）
二
六
七
―
二
九
五
頁
。

（
14
）　
大
学
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
冊
の
論
集
を
参
照
。
江
島
尚
俊
・
三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
近
代
日
本
の
大
学
と

宗
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
）、
江
島
尚
俊
・
三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）。

近
年
の
宗
教
史
研
究
を
踏
ま
え
た
よ
り
広
い
文
脈
で
の
議
論
は
、
島
薗
進
・
末
木
文
美
士
・
大
谷
栄
一
・
西
村
明
編
『
近
代
日
本
宗

教
史
』
六
巻
（
春
秋
社
、
二
〇
二
〇
―
二
〇
二
一
年
）。

（
15
）　
本
邦
に
お
い
て
は
岡
崎
勝
世
の
一
連
の
研
究
を
参
照
。
岡
崎
勝
世
『
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
史
か
ら
科
学
的
世
界
史
へ

―
ド
イ
ツ

啓
蒙
主
義
歴
史
学
研
究
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
16
）　
戦
時
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
榑
松
か
ほ
る
他
『
戦
時
下
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
』（
教
文
館
、

二
〇
一
七
年
）、
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』（
東
信
堂
、
二
〇

〇
八
年
）
を
参
照
。

（
17
）　
と
は
い
え
、
戦
時
中
に
あ
っ
て
も
、
文
化
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
西
洋
史
研
究
が
『
史
苑
』
で
は
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

ま
た
、「
た
だ
自
由
を
あ
こ
が
れ
た
」
学
生
が
國
學
院
か
ら
立
教
史
学
科
に
入
り
直
す
だ
け
の
雰
囲
気
も
残
っ
て
い
た
（『
立
教
大
学

史
学
会
小
史
』
立
教
大
学
史
学
会
、
一
九
六
七
年
、
七
六
頁
）。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
海
老
沢
有
道
は
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
信
仰
を
持
っ
て
お
り
、
立
教
大
学
史
学
科
で
教
育
を
受
け
た
。
し
か
し
当
時
の
立
教
史
学
科
で
は
必
ず
し
も
キ
リ
ス
ト

教
の
歴
史
が
重
視
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

（
18
）　
こ
の
三
者
の
絡
み
合
い
か
ら
近
代
日
本
史
学
史
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
が
大
久
保
利
謙
で
あ
る
。『
大
久
保
利
謙
著
作
集
7
：

日
本
近
代
史
学
の
誕
生
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
所
収
の
諸
論
考
を
参
照
。

（
19
）　
教
員
ら
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
は
、
安
酸
敏
眞
『
欧
米
留
学
の
原
風
景

―
福
沢
諭
吉
か
ら
鶴
見
俊
輔
へ
』（
知
泉
書
館
、
二
〇

一
六
年
）、
辻
直
人
『
近
代
日
本
海
外
留
学
の
目
的
変
容
―
文
部
省
留
学
生
の
派
遣
実
態
に
つ
い
て
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
〇
年
）、

石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
二
年
）。

（
20
）　
大
沼
宜
規
『
考
証
の
世
紀
―
十
九
世
紀
日
本
の
国
学
考
証
派
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）。

（
21
）　
近
代
の
漢
学
は
近
年
再
評
価
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学
』
全
八
巻
（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
九
―
二
〇
二

〇
年
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
漢
学
塾
と
し
て
知
ら
れ
る
二
松
學
舍
（
一
八
七
七
年
創
設
）、
漢
学
振
興
の
た
め
に
一
九
二
三
年
に
創
設

さ
れ
た
大
東
文
化
学
院
が
大
学
に
移
行
し
た
の
は
、
新
制
大
学
（
一
九
四
九
年
）
で
あ
り
、
当
初
史
学
科
は
な
か
っ
た
（
大
東
文
化

大
学
は
二
〇
一
八
年
、
二
松
學
舍
大
学
は
二
〇
二
二
年
に
歴
史
文
化
学
科
を
新
設
し
た
）。
な
お
、
関
西
大
学
（
一
九
二
二
年
大
学

昇
格
）
は
漢
学
塾
に
源
流
を
も
つ
が
、
史
学
科
開
設
は
新
制
大
学
移
行
後
の
一
九
四
九
年
で
あ
る
。

（
22
）　
例
え
ば
、
河
村
俊
太
郎
『
東
京
帝
国
大
学
図
書
館

―
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
蔵
書
・
部
局
・
教
員
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
六
年
）。
先
に
あ
げ
た
、
早
稲
田
大
学
の
蔵
書
を
論
じ
た
、
雪
嶋
宏
一
「
早
稲
田
大
学
の
蔵
書
形
成
と
知
の
体
系

―
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
旧
蔵
書
を
中
心
に
」
も
重
要
で
あ
る
。

（
23
）　
戦
時
期
の
附
置
研
究
所
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
加
藤
諭
「
戦
時
期
帝
国
大
学
の
附
置
研
究
所
設
置
構
想
」（
吉
葉
恭
行
・
本
村
昌

文
・
加
藤
諭
編
『
帝
国
大
学
に
お
け
る
研
究
者
の
知
的
基
盤

―
東
北
帝
国
大
学
を
中
心
と
し
て
』
こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）

を
参
照
。
立
教
大
学
の
ア
メ
リ
カ
研
究
所
に
関
し
て
は
、
永
井
均
「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
と
戦
争
―
活
動
の
軌
跡
と
関
係
者
た
ち
の
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群
像
」（
老
川
・
前
田
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』
二
五
四
―
三
〇
三
頁
）。

（
24
）　
近
代
日
本
の
歴
史
学
並
び
に
歴
史
記
述
の
展
開
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
位
置
付
け
る
試
み
と
し
て
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
『
歴

史
と
国
家

―
一
九
世
紀
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）。
な
お
、
本

書
第
二
版
の
序
文
で
は
、
よ
り
明
確
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
日
本
の
歴
史
学
と
の
関
係
を
位
置
付
け
て
い
る
。M
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